
一般的な住宅街を想定して住宅展示場等で実施する。

11月から12月頃の日中とし、悪天候の際は実験を行わない。
なお、あわせて、気象状況や周囲の騒音等を測定する。

（１） 20代から60代までの男女とする。（通行人を想定）
（２） 視力、聴力等が日常生活において支障がない方を対象とする。

（１） 検証対象者を機器から約５０ｍ離れた場所から機器を直接確認できるルートで歩行させて、
警報音等に気づいた位置を計測する。特に10m離れた場所での気付きやすさのデータは重
要である。

（２） 音について
ａ．警報音の発生装置の中心の位置の高さが145㎝±5㎝となるよう設置する。
b．音圧は、スピーカーの中心から前方１ｍ離れた位置で、60ｄB・70ｄB・80ｄBとする。
C．音の種類は、代表的な住宅用火災警報器の警報音（音声あり）とする。

（３） 検証対象者に対してアンケートを実施する。

屋外警報装置等の検証実験（案）について 資料４

４．検証方法

３．検証対象者

２．調査時期等

１．調査場所
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